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研究成果の概要（和文）：本研究では、メーカー以外を含む多様な市場参加者が影響を及ぼす中で、新たな製品カテゴ
リが生成・変化する社会的プロセスを、詳細に分析し、理解することを目的としていた。（a）既存研究における知見
の整理、（b）製品カテゴリの生成・変化についての経験的研究、（c）理論的考察と研究成果の公表、の３つの柱とし
たが、それぞれ書籍（共著）、論文（単著・共著）、国内外の学会での研究発表を通じて、成果を残すことができた。
とりわけ、顧客参加に基づく価値創造プロセスと、結果としての市場の共創プロセスについて、理論的および記述的な
研究成果を残した。

研究成果の概要（英文）： My research focused on the social process of formation and transformation of 
product markets which are constructed under the influence of various behaviors of market participants. I 
analyzed them by reviewing the related literatures, defining the framework for the analysis, describing 
the process in the form case studies and discussing the implications in the academic journals and 
conferences.

研究分野：マーケティング
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１．研究開始当初の背景 
 
マーケティングを行う企業や消費者が向き
合う市場は、製品カテゴリと呼ばれる、複数の
下位市場によって構成される(Chamberlin 
1962)。こうした製品カテゴリは、製品の価値を
定義し、取引関係を調整するための、市場の
最も基本的な秩序として機能している。例え
ば、製品カテゴリの存在を前提に、生産者は
競争環境を分析し、ポジショニングを決定する
だろうし、市場シェアは業績評価の重要な指
標として広く用いられている。同様に消費者は、
製品カテゴリを前提に、購買意思決定におけ
る想起集合の形成や製品評価を行い、また小
売業者は店頭の棚割や SKU(在庫管理単位：
Stock Keeping Unit)を決定すると考えられる。 
こうして市場参加者の様々な意思決定に影
響を及ぼす製品カテゴリが、どのように決定さ
れるのかは、マーケティングの理論と実務の
双方において極めて重要な問題であると言え
る。ただし従来の研究の多くは、特定の製品
カテゴリの存在をアプリオリに仮定した上でな
されることが多く、その生成と変化を分析対象
とした研究は意外なほど少ない(Rosa et al. 
1999)。本研究では、新たな製品カテゴリの生
成・変化の社会的プロセスを詳細に分析し、
理解することを目的とする。 
 
２．研究の目的 
 
応募者は大学院以来、製品カテゴリの動態に
ついて一貫して検討を行ってきた経緯を持
つ。本研究は、応募者が博士学位論文におい
て取り組んできた研究を、さらに発展させる
ものである。 
 修士論文(吉田 2006)では、「緑茶飲料」と
いう新らたな製品カテゴリについて言及さ
れた公刊資料の内容分析を通じて、カテゴリ
が安定化する過程での競争関係認識の変化
を確認した。博士学位論文(吉田 2009)では、
生産者の行為による独占的競争市場の分化
(Chamberlin1962; 石原 2007; 石井 2003)と
限定合理性下にある主体の社会認知的構造
(Simon1947; White1981, 1992; Porac and 
Thomas2002)という２つの視角に基づく理
論的検討に加え、飲料業界での２つの新市場
形成の事例分析を行い、経験的研究によって
議論を深め、製品市場境界を動態的に理解す
るための概念モデルを提示した。さらに、科
学研究費補助金（若手研究（スタートアッ
プ））の支援を得て、各企業の資源とそれぞ
れが描く市場観との関係について実証的に
探求を行った。 
 これまでの研究の結果、製品カテゴリにつ
いて新たな理解を深めることができたもの
の、研究を進めるほど認識されるようになっ
たのは、製品カテゴリの形成・変化に影響を
及ぼす要因やプロセスの多様性である。特に、
これまでの経験的研究における分析対象は、

飲料という特定の製品市場におけるカテゴ
リ形成を対象としたため、より一般的な理解
を導くためには、異なる特性の製品を含む広
範な事例の検討が不可欠であると考える。し
たがって本研究では、多様な事例に基づいて、
製品カテゴリが新たに生成・変化する社会的
プロセスの詳細な分析を行なうことで、市場
秩序の動態に関する理論開発に貢献したい
と考えている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では平成 23 年～26 年までの期間に、
大きく、（1）既存研究における知見の整理、
（2）製品カテゴリの生成・変化についての経験
的研究、（3）理論的考察と研究成果の公表、
の３つを達成したいと考えている。 
研究期間において、最も時間と予算の多く
を割きたいと考えているのは、(2)であり、複数
の事例を対象に、製品カテゴリが生成・変化
するプロセスについて分析を行う予定である。
各事例の具体的な分析手法は、ⅰ)定性的手
法として事例の厚い記述、ⅱ)定量的手法とし
てテキストマイニングによる言説の分析、の２
つによって構成される。さらに2年目以降に本
格的な事例分析を行うのに先立って、初年度
は（1）既存研究における知見の整理を行い、
それに基づいて事例とデータソースの選択を
含む、リサーチデザインを精緻化する。ここで
は、先行して取り組んでいる製品カテゴリに関
する文献レビューを継続すると同時に、さらな
る理論的・方法論的な検討を行う予定である。
経験的研究として、異なる条件の下での製品
カテゴリの生成・変化について、代表事例の
分析を２年目以降、年間２つ以上行う予定で
ある。それらを元に最終年度に（3）理論的考
察を行い、市場の動態を理解するための理論
開発を目指す。さらに、これらの研究成果は、
所属する国内外の学会で報告を行うほか、得
たコメントをもとに学会の査読付き雑誌への論
文投稿を行う。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、メーカー以外を含む多様な市
場参加者が影響を及ぼす中で、新たな製品
カテゴリが生成・変化する社会的プロセスを、
詳細に分析し、理解するという目的を達成す
ることができた。（1）既存研究における知見の
整理、（2）製品カテゴリの生成・変化について
の経験的研究、（3）理論的考察と研究成果の
公表、の３つの柱としたが、それぞれ書籍（共
著）、論文（単著・共著）、国内外の学会での
研究発表を通じて、成果を残すことができた。
とりわけ、顧客参加に基づく価値創造プロセス
と、結果としての市場の共創プロセスについて、
理論的および記述的な研究成果を残した。 



（１）の製品カテゴリにかかわる既存研究のレ
ビューでは、これまでの製品市場の動態につ
いての既存研究を整理し、その成果を書籍の
一章分として発表した（栗木契・水越康介・吉
田満梨『マーケティング・リフレーミング』有斐
閣の第 4 章）。それに加え、消費研究におけ
る消費文化論の議論と関連づけた理論的研
究が『流通研究』に掲載された（吉田満梨・
水越康介「消費経験論の新展開に向けて」『流
通研究』第 14 巻第１号、17-33 頁）。こうし
た理論的検討を通じて、製品カテゴリの生
成・変化のパターンに影響を与える条件を考
察し、事例研究の理論的な手掛かりとした。
特に、社会学から派生した「実践的転回」の
消費研究への影響、2004 年以降のサービス・
ドミナントロジック（SD Logic）との関係性
を整理した。 
 （２）の製品カテゴリの生成・変化についての
経験的研究に関しては、文具・雑貨としての
マスキングテープ市場（「製品評価基準の変化
を伴う新市場形成プロセス―カモ井加工紙
株式会社『mt』の事例研究」『季刊マーケテ
ィングジャーナル』、日本マーケティング協
会、第 32 巻 第 3号（通号 127）、16-32 頁）、
日本におけるハーブ・アロマテラピー市場
（「市場育成を通じた価値創造のマネジメン
ト－株式会社生活の木の事例を中心に」『一
橋ビジネスレビュー』、第 61 巻 第 4 号、
76-92 頁）、ファッションとしての着物の新市場
（「着物関連市場の問題構造と可能性－株式
会社千總『總屋』の事例研究を手がかりとし
て」『立命館経営学』、第 52 巻 第 2-3 号、
429-452 頁）を含む、複数の事例研究を実施
した。 
 以上の研究をもとに、新たな製品カテゴリ
の生成プロセスと、それを促進するメーカー
の働きかけを含んだ理論的モデルを検討し、
（３）理論的考察の成果を、2014 年のＡＭＡ
2014 Summer Marketing Educators' 
Conferenceにて発表を行った。そこで得られ
たフィードバックをもとに発展させた研究
は論文としてまとめ、今年度中に現在国内お
よび国外の学術雑誌への投稿を行う。 
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